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建築製品の環境、健康、居住性に関する評価 
フランス環境宣言（EPD）と INIES データベース 

 
Centre Scientifique et Technique du Bâtiment (CSTB) 

 
仏建築業界は 90 年代末、建築製品の環境、健康、居住性における性能をいかに伝え

るかが重要であることを認識するに至った。環境表示(エコラベル)は建築製品にはそ

ぐわないと判断され、一般的な ISO14025 に基づいた第三種環境宣言を確立するた

めの共通ルールを構築することになった。これは規格作成作業となり、NF P01-010 
規格 (2004)として結実し、建築関連品すべてにおけるフランスの製品分類規則

（PCR）とみなされている。 
 
仏 PCR 
NF P01-010 は、建築製品の環境、健康、居住性に関する客観的な定性定量データの

共通な基盤を整備するものであり、下記に関する環境と健康についての宣言の方法

論と書式を規定する規格である。  
- LCIs (ライフサイクルインベントリ)に関する環境データベース 
- 環境影響指標 
- 健康関連リスクの評価データ 
- 屋内居住性の評価データ 

ISO 14040 および(ISO14025 を含む)ISO 14020 の規格シリーズを重要な引用文書と

している。. 
NF P01-010 では次の二種類の宣言が可能。  

- ｢典型的な｣製品について、複数の製造業者が実施する共同宣言 
- 個々の宣言（製造業者がその製品別に出す宣言） 

 
環境 
環境に関する宣言は、完全なライフサイクル分析を基準に実施する。したがって本

規格は、すべての建築製品に適用される規定を詳細に定めている。フランスの EPD
は、ライフサイクルの次の 5 段階を対象とする。 
 

- 生産 (原材料採取、輸送、製造) 
- 製品の現場までの輸送 
- 建物における製品の施工 
- 使用 
- 寿命の到来 

天然資源の消費、回収されたエネルギーと材料の消費、水の消費、排気、廃水、土

壌への排出物、そして廃棄物が検討される。 
 
NF P01-010 は、義務付けられている環境指標 10 点について規定する（その下にま

た小指標を有すものもある）(表 1 参照)。. 
 
健康 
NF P01-010 は、当該製品に関する健康リスク評価のデータはすべて公表すべきとし

ている。 
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- 製品の製造において意図的に使用されている危険物質の量を表示し、1994 年

4 月 8 日付法令によって「高毒性」(T+)、「有毒」(T)、｢有害｣(Xn)、「環境

に有害」(N) とラベル表示  
- 水、空気、土壌に対する化学物質の排出に関するデータ  
- 電離放射線に関するデータ 
- 微生物繁殖に関するデータ 

居住性 
居住性に関する特性（機械特性、理学特性、化学特性、熱特性、音響特性など）に

ついては、各種類の居住性（温度/湿度、防音、視覚、嗅覚）を選定し宣言する。 

No.  環境に対する影響 単位 

1 エネルギー消費 MJ/FU (a) 

 一次エネルギー総計   

 再生可能エネルギー  

 非再生可能エネルギー  

2 資源消耗率 (ADP)  kg アンチモン相当 /FU  

3 消費水量総計 Litre/FU 

4 固形廃棄物 kg/FU 

 回収廃棄物総計  

 廃棄物軽減  

 危険廃棄物  

 非危険廃棄物  

 不活性廃棄物  

 放射性廃棄物  

5 気候変動 kg CO2 相当量/FU  

6 大気酸性化 kg SO2 相当量 /FU  

7 大気汚染 (b) m3/FU 

8 水質汚染 (b) m3/FU 

9 成層圏オゾン層破壊 kg CFC-R11 相当量/FU 

10 光化学反応性オゾン kg エチレン相当量/FU 

表 1 : 仏 EPD 環境影響指標 (NF P01-010 より) 

(a) FU = 機能単位 (環境評価が行われた製品数量―壁、敷地面積など) 
(b) 環境にとって許容範囲の濃度にするために汚染を希釈するために必要な空気量または水量

（1998 年 2 月 2 日付改正法令の臨界体積法を参照）。各物質排出量を法令の閾値に適合する
ために必要な空気量または水量を立方メートルで表し、それを合計して計算する。 

 
EPD から INIES へ 
フランスの建築関連製品向け PCR は 2001 年にまず試験版が発行された（XP P0-
010）。それを 2004 年 12 月に NF P0-010 とした。2001 年以来、製造業者または製

造業者団体の責任において、およそ 100 の EPD が作成され環境健康宣言書（仏語で

は EHDS、FDES と呼称）として市場に提供されている。これら FDES の約 6 割が
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複数の業者が共同で作成したものであり、現在では主な製品や材料群（コンクリー

ト、土、漆喰、樹脂、木材、鉱物繊維、鉄鋼などによる製品）のすべてにつき EPD
が存在する。FDES は下記のいずれかより入手可能である。 
 
- 当該製品の製造業者に連絡する 
- フランス語 データベースである INIES（http://www.inies.fr）にアクセス 
 
INIES 
INIES データベースは、建築関連製品の環境と健康に関する全国的な参照データベ

ースとされている。INIES は公共機関（住宅省、環境エネルギー庁、厚生省など）

と建築業界における主要部門の関係者（製造業者、建築士、デザイナー、建築会社、

消費者、不動産開発業者、建築行政など）によって支持されているが、INIES に

EPD を記載するか否かは製造業者の任意にまかされている。INIES は現在、仏語で

運営されているが、2007 年初頭から英語でも提供される。INIES の利用者は無料で

次を得ることができる。 
- その時点で提供されている建築関連製品の EPD (2006 年 10 月現在約 60 件) 
- 環境と健康に関する説明書 
- 環境用語集 
- INIES 運営者に対する FAQ（よくある質問応答集） 
情報の品質確保のため、運営委員会（INIES の内容につき義務と倫理関連）と技術

委員会(データベースの運営関連)が設立されている。 
 
フランス国内の EPD の利用 
2006 年 9 月現在で INIES は計 4000 名の利用者（定期的利用者は約 100 名）があり、

特に建築士、デザイナー、エンジニア、研究者、学生の利用頻度が高い。 
 
EPD を有す製品の採用は HQE®（フランスの環境・健康・居住性に関する建築表示

制度）の中で奨励されている。 
この 5 年間の経験から次が言えよう。 
 
- EPD は建築業界でかなりの認知度を得るに至った。 
- ユーザから EPD を使って建物の環境評価を行えるようにするツールを強く要望

されている。最初の実験では EPD の完全なライフサイクル評価が有効であるこ

とが示されている。 
- ユーザからはまた EPD の簡素版に必要性が指摘されている（INIES に記載され

ている EPD の摘要版がこれに対応すると考えられる）。健康と居住性がユーザ

多数にとって優先項目となっている。 
- EPD のデータの確認をユーザは希望している。 
 
AFNOR による第三者検証を盛り込んだ EPD 制度が上記最後の要望に応えるもので

あり、INIES はまもなく EPD を利用する設計ツールと連携する予定。 
 
結論 
フランスの実験によって次が示された。 
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- どのような建築関連製品であろうと、単一の PCR によって EPD の作成が可能で

ある 
- 市場は環境、健康、居住性についての情報を必要としている。EPD は有効な取り

組みであり、INIES データベースは市場の環境に関する需要に対する初の答えと

なり得る 
- (設計も含め、プロジェクトの各段階において)EPD を正しく活用する、建物評価

ツールの必要性 
 


